
プレスリリース 
 
 
 

 
「伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」とシカ被害対策研究の 

成果と課題についての現地検討会の開催について 

 
ポイント 

 

・森林総合研究所関西支所と近畿中国森林管理局が共同で実施してきた「ヒノキ実生コンテ

ナ苗による低コスト造林技術の開発研究」及びこれまで研究されてきた「シカ被害対策研

究」の成果と課題を民有林関係者(府県・市町村担当者、府県の森林・林業研究機関担当

者、森林組合職員等)に報告するとともに、現地において、民有林関係者と国有林技術者

並びに森林総合研究所関西支所研究者が、直に情報・意見交換を行う。 

 

・日時：平成 26年 10月 9日（木）～10月10日（金）  

・場所：岡山森林管理署三光山国有林５９１り林小班(岡山県新見市) 

    ＪＡ阿新農業協同組合会館(岡山県新見市) 

 

 

近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所が、2013年 8月 1日に締結した「近畿及び中国地域の森林・

林業に関する研究と技術開発等の円滑な促進に向けた連携と協力に関する協定」に基づき、共同で実施及び

これまで研究されてきた研究・技術開発の成果と課題を、民有林関係者(府県・市町村担当者、府県の森林・

林業研究機関担当者、森林組合職員等)に報告するとともに、民有林関係者と国有林技術者並びに森林総合研

究所関西支所研究者が、直に情報・意見交換する現地検討会を、下記により開催することとなりました。 

この現地検討会は、近畿及び中国地域の林業の活性化に必要な課題解決に向けた、今後の研究・技術開発

の円滑な推進及び成果の普及と定着の促進を図ることを目的としております。 

 

記 

 

【日  時】：平成 26年10月 9日（木）～10月10日（金）  

【場  所】：岡山森林管理署三光山国有林５９１り林小班(岡山県新見市) 

       ＪＡ阿新農業協同組合会館(岡山県新見市) 

【内  容】「伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」とシカ被害対策研究の成果と 

課題についての現地検討会 

【参加研究者及び技術開発者（予定）】 

       民有林並びに近畿中国森林管理局関係者、森林総合研究所関西支所関係者ほか 

 

 

問い合わせ先など 

独立行政法人 森林総合研究所  関西支所長               吉永秀一郎 

広 報 担 当 者：森林総合研究所関西支所 産学官連携推進調整監  奥田裕規 

問い合わせ先：森林総合研究所関西支所 連絡調整室長      高橋公子 

Tel：075-611-1201（代）  Fax：075-611-1207 

 

本資料は、京都府記者クラブに配布しています。 

 
 

平成２６年９月２９日 
独立行政法人森林総合研究所関西支所 



 
背景・経緯 

 

近畿及び中国地域(２府１２県)において、中国木材などの日本有数の大型の製材工場からの需要の増大に

対応するために人工林の皆伐を進め、伐採跡地の植栽・保育事業の拡大を通じて、地域の雇用を増やし、地

域の暮らしを守っていく必要があります。一方、近年、近畿及び中国地域の多くの森林において、ニホンジ

カの食害等により、林床植生の消失等が急増し、森林土壌の流出や森林の維持・存続が危ぶまれる事態を導

いており、近畿及び中国地域における森林所有者の造林意欲の低下等をもたらしています。このような状況

のなかで、近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所には、それぞれの人材、資源、フィールドや研究

蓄積等を活用しながら、近畿及び中国地域の森林所有者の造林意欲の向上、ひいては、近畿及び中国地域の

林業の活性化に必要な課題解決に向けた研究と技術開発、そして、開発された技術の普及と定着が求められ

ています。 

 

内容・意義 

 

近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所が、「ヒノキ実生コンテナ苗による低コスト造林技術の開

発研究」のなかで共同で研究・開発してきた「ヒノキコンテナ苗の活用」や「伐採・搬出と造林の一括発注」

などによる造林過程における低コスト化手法並びにこれまでの「シカ被害対策」ついての研究成果と課題を

民有林関係者(府県・市町村担当者、府県の森林・林業研究機関担当者、森林組合職員等)に報告するととも

に、民有林関係者と国有林技術者並びに森林総合研究所関西支所研究者が、直に情報・意見交換する現地検

討会を開催することは、近畿及び中国地域の林業活性化とそれに必要な課題解決に向けた、今後の研究・技

術開発の円滑な推進に資するものと期待しています。 



「伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」とシカ被害対策

研究の成果と課題についての現地検討会

１．開催日

平成２６年１０月９日(木)～平成２６年１０月１０日(金)

２．場所

三光山国有林５９１り林小班(岡山県新見市)
ＪＡ阿新農業協同組合会館(岡山県新見市)

３．日程

(１)平成２６年１０月９日(木) ※ＪＡ阿新農業協同組合会館集合
① 開会、挨拶 １３：３０－１３：３５

② コンテナ苗の活着・生育実証研究の成果と課題 １３：３５－１４：３０

③ シカ被害対策研究の現状と課題 １４：３０－１５：１０

④ 休憩 １５：１０－１５：２０

⑤ 林野庁からの情報提供 １５：２０－１５：４０

⑥ 近畿中国森林管理局からの情報提供 １５：４０－１６：１０

・ 一括発注事業の概要について (１０分)

・ コンテナ苗生産技術について (２０分)

⑦ 意見交換 １６：１０－１７：１５

(２)平成２６年１０月１０日(金) ※ＪＡ阿新農業協同組合会館駐車場集合

① 挨拶・注意事項 ８：３０－ ８：４０

② 移動（新見市～三光山） ８：４０－ ９：２０

③ 現地説明（三光山） ９：２０－１０：５０

④ 移動（三光山～新見市） １０：５０－１１：３０

⑤ まとめ（ＪＡ阿新農業協同組合会館） １１：３０－１２：００

⑥ 閉会、解散 １２：００

４．出席者

府県・市町村担当者、府県の研究機関職員、森林組合職員等




